
平成２２年２月２５日 

四国地方整備局 

土佐国道事務所 

地方部におけるバス案内システムの構築に向けて 

～バス案内システムの実証実験および利用者アンケートを実施～ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ(注)：GPS 等を用いてﾊﾞｽの位置情報を収集し、ﾊﾞｽ停の表示板や携帯電話、ﾊﾟｿｺﾝに情報提供するｼｽﾃﾑ 

 

本施策は、四国圏広域地方計画「NO.5 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロ

ジェクト」の取組に関連します。 

高齢者が多く、公共交通の便数が少ない地方部において、バスの利便性向上の為のバス案内システ

ム（バスロケーションシステム(注））の構築、バス案内システムを活用した運行状況の把握などは大変

有効な手法ですが、既存のシステムは高価で導入・運用が難しい状況にあります。 

そこで、地方部においても持続的な運用が可能で安価なバス案内システムの実証実験（バスの通

過・接近情報の提供）および利用者アンケート調査を実施し、実用的なバス案内システムの構築に役

立てたいと考えておりますのでご協力をお願いいたします。 

記 

１．実験期間 

平成２２年２月２６日（金）～３月１１日（木） ７時００分～２１時００分 

２．実験場所 

高知県安芸
あ き

郡田野
た の

町（国道５５号沿い） 

【田野役場前バス停（上り、下り）および道の駅（田野駅屋）】 

３．対象路線 

安芸
あ き

～甲 浦
かんのうら

線および安芸
あ き

～室戸岬
むろとみさき

線（高知東部交通(株)） 

４．実証実験およびアンケート調査概要 

別紙１のとおり 

 ５．アンケート内容 

別紙２のとおり 

土佐国道事務所（とさこく）土佐国道事務所（とさこく）

（お問い合わせ先） 

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所 

電話（代表）088-884-0359 

   副 所 長 河野
こ う の

 一郎
いちろう

 （内線）204 

○計 画 課 長  中川
なかがわ

 敏
と し

正
まさ

（内線）261 

  ○：主な問い合わせ先 



3107

07 33

あと　２分で
　　つきます

3107

07 33

あと　２分で
　　つきます

①バス停（上り・下り）のバス接
近・通過情報を提供

②田野役場通バス停の接近・通過情報を
道の駅施設内で情報提供

バス案内システム実証実験およびアンケート調査概要

バス停、道の駅での接近・通過情報版表示イメージ

現在時刻を表示します。

次のバス到着予定時刻を表示しま
す。

〔通過情報〕
出発したバスの時刻を表示します。

〔接近情報〕
あと何分でバスが到着するか表示
します。

至

室
戸
市

あと ２分で着きます

〔別紙１〕

バス停に行かなきゃ
あと２分で着きます

至

安
芸
市 ①田野役場通バス停

5555
②道の駅

田野病院

土佐くろしお鉄道

田野駅

奈半利駅検出局

検出局

③検出局通過

田野町
役場

実証実験
田野役場通バス停及び道の駅(田野駅屋)内において、安芸～甲浦線

及び安芸～室戸岬線の路線バスを対象に到着予定時間・通過時間情
報を提供します。
①バス停（上り・下り）のバス接近・通過情報を提供
②田野役場通バス停の接近・通過情報を道の駅施設内で情報提供
③バス停の通過時間を蓄積し、旅行時間計測（プローブ）に活用

アンケート調査について
今回の実証実験を行うバス案内システムの効果・検証及び地域利

用者ニーズを把握するためアンケート調査を行います。
アンケート配布場所：田野役場通バス停（上り・下り）

アンケート結果により、今後より良いシステムの構築に役立てます。

実験場所 NN

実験場所

安芸郡田野町（国道５５号沿い）

田野役場通バス停（上り・下り）
および道の駅（田野駅屋）



別紙２ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

ご協力よろしくお願いします。 

※当てはまる項目の□に「✓」をご記入下さい。 

Ｑ１．このアンケートを手渡されたのは何回目となりますか？ 

□ はじめて  □ ２回目  □ ３回目以上 

Ｑ２．この路線のバスをどのくらいの頻度で利用されますか？ 

□ ほぼ毎日  □ 週に１～２回程度  □ 月に１～２回程度  □ 年に数回 

□ ほとんど利用しない 

Ｑ３．バス停及び道の駅に設置している情報板についてお答えください。 

①バス停や道の駅で情報板を見ましたか？  

□ どちらも見た  □ バス停の情報板を見た □ 道の駅の情報板を見た 

□ 見ていない 

②情報板を見て、どのように感じましたか？ 

〔見ていない方は回答不要(複数回答可)〕 

□ バスの到着情報がわかり便利になった □ 表示内容が理解できない 

□ バスの通過情報がわかり便利になった □ 表示内容が見づらい 

□ その他（                                     ） 

③道の駅の情報板の内容により、道の駅でバスを待てるようになりましたか？ 

〔道の駅の情報板を見ていない方は回答不要〕 

□ 待てるようになった  □ 待てなかった  □ その他 

Ｑ４．バスが到着するまでの時間どこでいましたか？(複数回答可) 

□ バス停   □ 道の駅   □ 周辺施設（コンビニ、病院、ス－パ－など） 

□ 自宅   □ その他（                 ） 

田野役場通バス停 地域バス情報システムに関するアンケート 

土佐国道事務所では、バスの利便性向上等を目的とした実証実験を期間限定（平成２２年２月２６日

(金)～３月１１日(木)）にて実施します。場所は国道５５号田野役場通バス停及び道の駅田野駅屋内に

おいて、安芸～甲浦線及び安芸～室戸岬線の路線バスを対象に到着予定時間・通過時間情報を提

供します。 

本アンケートにご記入頂き、降車の際に乗務員にお渡し頂くか、同封の返信用

封筒(切手不要)でご投函ください。 



別紙２ 

Ｑ５．バスの接近・通過の情報は必要と感じますか？ 

□ 必要  □ 必要ではない  □ その他 

Ｑ６．バスの接近・通過の情報をどこで（なにで）知ることができれば役に立つと

思いますか？(複数回答可) 

□ バス停  □ 道の駅  □ 周辺施設（コンビニ,病院など）  □ 自宅   

□ 携帯電話  □ ﾊﾞｽ会社へ電話  □ その他（               ） 

Ｑ７．情報板で接近・通過の情報以外に、どのようなことがわかれば（できれば）

いいと思いますか？(複数回答可) 

□ バスの走行位置  □ 乗り継ぎしたい鉄道やバスの情報 

□ バスの路線図  □ バス停周辺の施設情報（観光や商業施設など） 

□ 近くのバス停を出発した情報  □ バスがバス停で少し待ってくれるような機能 

□ 乗りたい場所へバスが来てくれるような機能（病院、市役所など） 

□ その他（                ）   □ 特になし 

Ｑ８．あなた自身についてお聞かせください。 

  性別 □ 男   □ 女 

  年齢 □ ２０歳未満  □ ２０歳～３０歳代  □ ４０歳～５０歳代   

□ ６０歳～７０歳代  □ ８０歳代以上 

  居住地 □ 田野町  □ 奈半利町  □ 安田町  □ 安芸市   

□ 室戸市  □ その他（                         ） 

主な目的 □ 通勤・通学・通院  □買い物  □娯楽・食事  □業務（営業等） 

       □ その他（                                 ） 

職業 □ 学生  □ 会社員・公務員  □ 自営業  □ 主婦・主夫  □ 無職  

□ その他（                                 ） 

Ｑ９．その他ご意見などございましたらお聞かせください。 
 

ご協力ありがとう

ございました。 

■ アンケート実施主体 

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所 

■ アンケートに関するお問い合わせ 

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所 計画課  高知市江陽町 2-2  TEL 088-884-0359（代表） 


